
   100歳大学の誕生と目的 
    

2018年11月10日 

第26回健康生きがいアドバイザー
全国大会 
  

一般社団法人 健康・福祉総研 
一般社団法人  
   滋賀県健康生きがいづくり協議会 
     理事長  宮 川 俊 夫 

1 



2 



3 



4 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/dl/link1-4.pdf
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生活支援コーディネーター 
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出典：財務省 平成27年度予算 7 
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活動の目的（その1） 
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活動評価 

1、学生の中では、出席率が評価となる 
  第一期生は83.83％、第二期生は、87.95％、 
  第3期生は95.86％。こなん市は82.5％でした。 
2、市民や市役所では、卒業後の活動が評価対象  
  になります。第一期生は、栗東市商工会主催 
  のチャレンジショップ「ＡＤマーケット」野菜の販 
  売、現在、金勝に事務所を設けて活動 
3、第二期生は「子育て支援員研修」を受けて来 
  春から本格的な事業活動に入ろうとしています 
4、活動評価は、卒業後の活動に「地域の困りごと 
  に対応する」か否か。講義の時に、如何に同 
  義付ができるか？ 
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